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2024 年度 総括

2024 年度のシミンズシーズ（以下、当法人）は、３部門体制で事業を進めてきました。全体方針と
して「つながりから、まちへの広がり」とし、職員全員がひとをつなぎ、コミュニティをつくっていくコ
ミュニティ・コーディネーターとして各事業に取り組みました。

１つ目のまちづくり部門では、4 月よりNPO 法人ニュー☆ハリマとの共同事業体による播磨町中
央公民館の指定管理運営がスタートしました。15 年以上運営してきた兵庫県立東播磨生活創造セ
ンター「かこむ」( 以下、「かこむ」) での経験を活かし、「播磨町がつながるコーディネート拠点」を基
本コンセプトに掲げる施設のリニューアルを支えました。「かこむ」の運営に携わるまちづくり部門の
職員との合同研修の実施等、当法人職員にとっても新たな刺激や視点を得られるきっかけになって
います。「かこむ」運営においては、ボランティアによる自主企画が広がったり、広報誌「HINTO」でコ
ミュニティ・コーディネーターを取り上げたりするなど、「つながる施設」を基盤にしながら「新しい
自分に出会える施設」をコンセプトとしている今期の運営を深めることができました。２年目となる加
古川駅前寺家町商店街での「かわのまちマーケット」では、中学生や高校生といった若い世代の当日
ボランティアメンバーが増え、「みんなでつくるマーケット」というコンセプトが定着してきた実感をも
つことができています。

２つ目のまちまなび部門では、まち保育に取り組む企業主導型保育園「かわのまちほいくえん（以
下、当園）」が４年目を迎え、園外の子どもたちや保護者にも目を向けて外に活動を広げていく新しい
ステージへと踏み出しました。7月から月に 1-2 回開催した「かわのまちまちあそび」は、園内の子ど
もたちと園外の近隣療育施設や家庭保育の子どもたち、保護者等地域の大人が、地域団体をはじめ
とするまちの先生が協力・提供する遊びを通じて交流できる遊び場です。保育園の給食室も「かわの
まち食堂」というまちの人に給食を提供する新たな試みにチャレンジしました。まち保育を園外に広
げる第一歩となった今年、試行錯誤の中で保育園がまちづくりに貢献できる１つ１つの小さな手応え
とさらなる可能性を得られたように感じています。

３つ目のコンサルティング部門では、他県の行政機関からの委託事業や県内外組織とのコンソー
シアムによって内閣府の補助事業を受託するなど、東播磨に留まらない動きが加速しています。オン
ラインツールが当たり前になった今、他県や他組織との協働や依頼が急速に増え、当法人がこれまで
に培ってきた市民参加や自律を支援するノウハウへのニーズを感じるとともに、外部的な視点が入る
ことによって当法人の専門性をさらに磨くことができました。 

これらのように各部門それぞれに充実した事業展開を行うなか並行して、今年度は当法人の次の
事業方針を決める大事な１年となりました。市民参加型まちづくり事業と、NPO 伴走型組織支援事
業の２つの事業領域を育てるために、組織体制が今後どうあるべきかの議論を繰り返してきました。
そのなかで、これまでの市民参加をさらに追求し、ひとを軸に置いた「これからのたのしいローカルを
実現する」ことを方針として定め、当法人の次のステージに向けた準備を行いました。

 「かこむ」と「かわのまちほいくえん」という拠点を生かしつつ、さらなるまちへの広がりに力を入れ
ていきます。

NPO 法人シミンズシーズ
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人のいるあらゆる場所、場面で、「自分で
つくる」ことへの働きかけを企画するの
が私たちの仕事です。

事業部門と実施事業

まちづくり部門

まちまなび部門

コンサルティング部門

法人管理

市民参加型公共施設運営事業
東播磨生活創造センター

播磨町中央公民館

企業へのコーディネート

かわのまちリビング運営支援事業

公共空間の市民参加支援事業

人・まちわくわく学び塾事業

加古川経済新聞運営

キャリア教育支援

かわのまちほいくえんの運営

かわのまちまちあそび

理念構築・組織基盤強化支援

孤独孤立対策担い手事業

HYOGON 事務局

講師・ファシリテーター派遣

機関誌発行

職員研修

コーディネート事業

市民参加型
まちづくり支援事業

まち保育事業

学校キャリアデザイン教育支援事業

NPO・地域伴走支援事業

講師派遣事業

総会・理事会
会員発信・人材育成

●　市民参加の企画・プロデュース　　　●　チームブランディングプログラムの提供

●　コミュニティプランニング　　　　　●　ファシリテーション

●　コミュニケーションデザイン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

“たのしい”のプロデュース

Vision

誰もが「市民」という役割をたのしめる社会へ

Mission

シミンの自律と自立を支援する

Service

Category

の目指すものの目指すもの

事業部門を再編成し、以下の４部門で事業を進めています。

部門 事業区分 実施事業
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2024 年度のかわのまちマーケットは「みんなでつくる」にとこと
んこだわった企画運営を実施しました。事務局やボランティアス
タッフだけでなく、出店者さんも来場者さんもまちのひとも一緒に
なって、商店街に飾るガーラン
ドをつくるワークショップを開
催し、みんなでまちの風景をつ
くってきました。また、他団体と
のコラボ開催も増え、エリアも
関わりしろも拡がった一年でし
た。

代表団体 NPO 法人ニュー☆ハリマを中心に共同運営を開始。
播磨町中央公民館の基礎運営や既存事業の継続運営のほか、多
数の新規事業に取り組みました。本指定管理事業では「播磨町が
つながるコーディネート拠点」
を基本コンセプトに、やってみ
たいが循環する播磨町を目指
して運営しています。つながり
から、播磨町をたのしむひとが
どんどん増えていく場所にした
いと思います。

「かわのまちまちあそび」は、園を中心に、あそびを起点として多
世代・多属性の地域の人々が関わり合い、顔見知りの関係が育
まれる取り組みです。実施する中で、園児や保護者に加え、地域
団体や学生、シニアなど多様な
人々が企画段階から関わり、“子ど
もと関われる嬉しさ” や “得意を活
かせる実感”を通じて、関わりの輪
がまち全体にゆるやかに広がって
いきました。

兵庫県内外の中間支援団体 9 団体で中間支援 3.0『ひょうごモ
デル』推進コンソーシアムを形成し、大きく3つの事業を実施し
ました。当法人はセミナー事業の事務局を担当し、ボランティア
等市民とともに運営してい
くための「参加のデザイン」
をテーマにしたフォーラムと
連続４回講座を実施しまし
た。オンラインでも参加でき
る形態にし、全国から参加
者が集いました。

東播磨生活創造センター「かこむ」の登録コミュニティ
kaco-LAB. 事業は、ワークショップやイベントを開催する「イベ
ントひろば」、意見交換や情報共有の「つながりひろば」、コラボ促
進の「コラボひろば」、の３つを軸に、参加者のつながりを深めてコ
ミュニティの活性化を図ってい
ます。これらの活動を通じて、
「kaco-LAB.フェス」へとつな
げ、登録会員が地域との協働
や地域コミュニティの活性化
に貢献しました。

5

2024 年度にシーズで起きた出来事を
6 つのトピックスにまとめました♪

1
『kaco-LAB.』で
「学び、つながり、地域に広がる」
東播磨の未来を描く

3 公民館の指定管理運営1年目
播磨町につながる場をつくる

「みんなでつくる」
かわのまちマーケットが
ひととまちをつなぐ

4
県内外の中間支援
NPOとの協働事業開始
セミナー事務局を担当

３ヶ月間の伴走プログラムを経て、社会課題や地域課題に向き合
う14名のプレゼンターがプレゼンテーションし、125名の参加者
と共に解決に向けたアイデアを
考えました。子育て、居場所、
空き家、農業、地産地消、二
拠点居住、廃校活用など、多
様なテーマが扱われ、次に向け
たつながりが生まれました。

6 対話と共創の文化をつくる
東播磨未来 100 人会議

2
遊びを通じて多世代・
多属性が関わりあう
「かわのまちまちあそび」

2016 年度
　
　　　　　ハイライト

2024 年度
　
　　　　　ハイライト
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今
年
度
は
、
指
定
管
理
期
間

（
2
0
2
1
〜
2
0
2
5
）
の
4
年
目
を

迎
え
、「
つ
な
が
る
施
設
」で
あ
る
こ
と
を

基
盤
と
し
て
、さ
ら
に「
新
し
い
自
分
と
出

会
え
る
施
設
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を
意

識
し
た
運
営
を
行
い
ま
し
た
。

3
0
0
以
上
の
地
域
活
動
会
員
（
個

人
・
団
体
）や
地
域
応
援
会
員（
企
業
）が

登
録
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
「kaco-LA

B
.

（
カ
コ
ラ
ボ
）」
で
は
、
会
員
同
士
の
定
期

的
な
交
流
の
場
の
充
実
を
図
り
、
新
た
な

活
動
の
創
出
を
促
進
し
ま
し
た
。交
流
・

活
動
発
信
の
場
と
し
て
は
、
夏
・
冬
の
定

期
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
夏
休
み
お
や
こ
体

験
ひ
ろ
ば
」
や
「
ク
リ
ス
マ
ス
ひ
ろ
ば
」
を

実
施
。ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
「
か
こ

む
パ
ー
ト
ナ
ー
」で
は
、パ
ー
ト
ナ
ー
視
点

か
ら
活
動
を
発
展
さ
せ
る
た
め
の
ア
イ
デ

ア
が
提
案
さ
れ
る
な
ど
、
活
動
に
大
き
な

広
が
り
を
感
じ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。

今
年
度
の
情
報
冊
子
「
H
I
N
T
O
」

で
は
、「
関
係
性
を
耕
す
H
I
N
T
O
」を

市民参加型公共施設運営事業
　　東播磨生活創造センター「かこむ」指定管理運営

参加・交流の「場づくり」を通して新たな活動の創出を促進

テ
ー
マ
に
、
地
域
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
価
値
や
役

割
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

年
１
回
開
催
す
る「kaco-LA

B
.

フ
ェ

ス
2
0
2
4
」で
は
、
2
日
間
の
イ
ベ
ン
ト

を
通
し
て
、
改
め
て
つ
な
が
り
や
交
流
の

大
切
さ
を
認
識
す
る
機
会
と
な
り
ま
し

た
。イ
ベ
ン
ト
の
準
備
段
階
よ
り
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
な
ど
多
く
の

方
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。次
年

度
以
降
も
更
に
楽
し
い
空
間
の
創
出
と
関

係
性
が
深
ま
る
場
と
な
る
よ
う
に
、「
み
ん

な
で
つ
く
る
」
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
よ
り
良
い

形
を
模
索
し
て
い
き
ま
す
。

こ
う
し
た
市
民
参
加
型
の
運
営
は
、
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
も
ま
す
ま
す

重
要
に
な
る
と
考
え
、
こ
れ
ま
で
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
次
年
度
以
降
は
地
域
へ
と
広
げ
て

い
き
ま
す
。更
に「
新
し
い
自
分
と
出
会
え

る
施
設
」と
し
て
、出
会
い
や
学
び
の
中
に

〝
新
し
い
自
分
〞へ
の〝
つ
な
が
り
〞を
見
つ

け
ら
れ
る
よ
う
な
提
案
を
継
続
し
て
行
っ

て
い
き
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
部
門

上：東ハリマくらし学校「ほうき星の観望会」「リタイア後もアクティブに！シニア男性の時間の使い方」／下：kaco-LAB. フェス 2024 の様子

DATA
開館日数

年間来館者数

有料施設稼働率

登録ボランティア総数

kaco-LAB. 登録

 

349 日

178,538 名

66.2％

23 名

308 団体

図書パートナー主導によるレイアウト変更
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「kaco-LAB. 交流サロン」の名称を「ひろば」に変更し、親しみ
やすさを高めました。主な活動は、会員が協力してワークショップ
やイベントを開催する「イベントひろば」、意見交換や情報共有を
行う「つながりひろば」、コラボレーションを促進する「コラボひろ
ば」です。これらを通じて参加者同士のつながりを深め、コミュニ
ティの活性化を図っています。
年に一度の「kaco-LAB.フェス」では、「たくさんの“知らんかっ

た”に会いに行こう！」をテーマに、出展者・ボランティア・スタッ
フが協働し、「一緒につくる」体験を重視。企画・運営を通じて、新
たな発見を促進し、参加者と出展者の交流を深める場を提供しま
した。

今年度は、定例活動を基盤としながら個々の得意分野を活かした多様
な自主活動へと発展しました。図書パートナーはレイアウト変更や資源再
利用のワークショップを企画・実施し、創造的活動を推進しています。フ
ラワーパートナーは種まきや押し花しおり作りなどを通じて地域交流を
深め、新メンバー加入により活動の育成と多様化が進んでいます。

つながりが深まりコミュニティの活性化が加速した
登録制度「kaco-LAB.」

新しい選択肢や考え方の幅を広げる情報を掲載した、今年で 4 冊目
となる機関誌を発行しました。コミュニティ・コーディネーター（CC）の
役割や価値を可視化し、新しいまちとの関わり方を提案しました。

新しいまちとの関わり方を発信した
機関誌「HINTO」

個々の関わりが主体的になり
活動が多様化した運営パートナー

kaco-LAB. フェス参加者の新しい発見・出会い

当日参加者は運営メンバー含め 139 名が一堂に会しました

園児と一緒に種まきをするフラワーパートナー

関係性を耕す存在 CC の役割を可視化

地域の「やりたい」を支えるコミュニティ・コーディネーターの育成と価
値拡大を目的とし、今年度は「つながり」に関する課題の整理と対処法の
共有を行い、多様な学習機会を提供し、地域ニーズや社会状況を反映さ
せました。主催講座では、孤立・孤独に焦点を当てたシニア向け講座を開
催しました。社会的処方をテーマとした講座では、行政や教育関係者を含
む多様な参加者に対し、地域福祉の新たな視点を提供しました。

地域福祉の新たな視点を提供した
「東ハリマくらし学校」

地域とのつながりを処方する社会的処方の講演

地域課題・社会課題に取り組む活動者は、まだ世間で認知さ
れていない課題に取り組んでいるため、活動を理解してもらえず
応援者が広がらないことが課題となっています。また、人口減少社
会において特定領域の課題を少人数で解決するのではなく、個
人・市民団体・企業・行政など多様な領域の人たちが手を取り
合いながら解決を図っていく必要があります。当事業では、多様な
活動者とその背景にある社会課題や地域課題を広く届けると共
に、応援しあえる仲間を増やすことを目的に、「かこむ」の協働事業
として実施しました。

社会課題の認知度を高め応援しあえる
仲間の輪を広げる「東播磨未来 100 人会議」
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播
磨
町
中
央
公
民
館
の
指
定
管
理
運

営
１
年
目
と
な
り
ま
し
た
。代
表
団
体

N
P
O
法
人
ニ
ュ
ー
☆
ハ
リ
マ
を
中
心
に

共
同
運
営
を
行
う
な
か
、
公
民
館
の
基
礎

運
営
や
既
存
事
業
の
継
続
運
営
の
ほ
か
、

多
数
の
新
規
事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

本
指
定
管
理
事
業
で
は
「
播
磨
町
が
つ
な

が
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
拠
点
」
を
基
本
コ

ン
セ
プ
ト
に
、
や
っ
て
み
た
い
が
循
環
す
る

播
磨
町
を
目
指
し
て
運
営
。播
磨
町
は
人

口
3
．5
万
人
ほ
ど
の
兵
庫
県
で
一
番
面

積
の
小
さ
な
ま
ち
と
な
り
ま
す
。そ
ん
な

播
磨
町
で
、拠
点
に
ひ
と
が
集
ま
り
、つ
な

が
り
、活
動
が
生
ま
れ
て
い
く
こ
と
で
、播

磨
町
を
た
の
し
む
人
が
増
え
て
い
く
と
考

え
て
い
ま
す
。

播
磨
町
中
央
公
民
館
の
運
営
で
は
相

談
窓
口
や
貸
室
運
営
だ
け
で
な
く
、
居
場

所
づ
く
り
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
画
、
高

齢
者
大
学
の
運
営
や
各
種
企
画
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
、
喫
茶
運
営
な
ど
様
々
な
取
り
組

み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。下
に
掲
げ
る
４

市民参加型公共施設運営事業
播磨町中央公民館指定管理共同事業体運営

播磨町がつながるコーディネート拠点、運営を開始

つ
の
事
業
方
針
を
掲
げ
て
運
営
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

ま
た
、
中
央
公
民
館
全
体
を
つ
か
っ
た

「
夏
ま
つ
り
」や「
中
公
ま
つ
り
」な
ど
も
企

画
実
施
。播
磨
町
の
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
運
営
参
画
い
た
だ
き
、
事
業
を
一
緒

に
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。運
営
ス

タ
ッ
フ
12
名
が
全
員
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
し
て
運
営
す
る
な
か
で
、「
か
こ
む
」
と

の
合
同
研
修
も
実
施
す
る
な
ど
、
東
播
磨

地
域
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
同
士
が
お
互

い
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
情
報
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
部
門

中央公民館の夏まつりの様子（ロビー）

公民館のコーディネータースタッフ（笑）

公民館が多世代が交流する場に

４つの方針
いつでも誰でも来られる
みんなの居場所づくり事業

播磨町の情報を集め、
編集し、発信する事業

あなたの『やりたいこと』を
一緒に実現する事業

誰もが使いやすい仕組みを
つくりみんなで運営する事業

 

１

２

３

４
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加
古
川
市
み
と
ろ
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
は
、

2
0
2
4
年
4
月
に
宿
泊
施
設
を
含
む
全

て
の
施
設
が
完
成
し
、
新
た
に「
み
と
ろ
の

丘
」の
愛
称
で
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
を
迎
え

ま
し
た
。2
年
目
の
運
営
支
援
業
務
で
は

「
あ
そ
び
場
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」「
み
と
ろ

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
」「
み
と
ろ

キ
ッ
ズ
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
」
の
３
つ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
運
営
支
援
を
実

施
し
ま
し
た
。

上
半
期
を
中
心
に
市
民
を
巻
き
込
ん
だ

運
営
を
行
う
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
企
画
と
運

営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
み
と
ろ
の
丘
の
ス
タ
ッ
フ

へ
伝
え
、
み
と
ろ
の
丘
ス
タ
ッ
フ
が
主
体
と

な
る
企
画
運
営
を
目
指
し
ま
し
た
。こ
う

し
た
支
援
に
よ
り
、み
と
ろ
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ

マ
ー
ケ
ッ
ト
運
営
に
つ
い
て
は
、
7
月
よ
り

す
べ
て
み
と
ろ
の
丘
ス
タ
ッ
フ
の
手
で
企

画
・
運
営
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

年
間
を
通
じ
て
運
営
支
援
を
実
施
し
た

小
学
生
対
象
の
農
業
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
み
と
ろ
キ
ッ
ズ
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
」

は
、
年
間
12
回
の
運
営
を
み
と
ろ
の
丘
ス

タ
ッ
フ
と
共
に
取
り
組
み
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
の
募
集
や
管
理
、
準
備
・
作
業

な
ど
の
事
務
局
部
分
に
つ
い
て
の
ノ
ウ
ハ

ウ
共
有
を
行
い
共
に
活
動
し
ま
し
た
。

市民参加型まちづくり支援事業
みとろフルーツパーク企画運営支援

グランドオープン！市民とともにつくる公共空間へ

ま
ち
づ
く
り
部
門

2 年目のみとろキッズファーマーズクラブは 67 名の参加者と23 名のボランティアと共に活動しました

DIY イベント・あそび場をつくろうプロジェクト みとろファーマーズマーケットは約 900 名が来場

みとろファーマーズ
マーケット

みとろキッズ
ファーマーズクラブ

あそび場
プロジェクト

開催数　　３回
来場者数　延べ 900 名
出店者数　延べ 28 店舗

開催回数　12 回
参加人数　67 名
　（幼児 12 名含む）
ボランティア　23 名

開催数　4 回
来場者数　延べ 900 名
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ボランティアは学生など若者の参加が増えた

市民参加型まちづくり支援事業
　　かわのまちマーケット運営支援

もっとみんなでまちを使うイベントに！続ける進化と挑戦

ま
ち
づ
く
り
部
門

かわのまちマーケット開催の様子。シニアもキッズもごちゃまぜで楽しめる場に

昨
年
度
か
ら
毎
月
第
一
日
曜
日
に
定
期

開
催
し
て
い
る
か
わ
の
ま
ち
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
、
今
年
度
も
年
間
を
通
し
て
計
12
回
開

催
し
ま
し
た
。ま
ち
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定

着
し
て
き
た
こ
と
で
、イ
ベ
ン
ト
の
開
催
そ

の
も
の
で
は
な
く
イ
ベ
ン
ト
内
で
の
企
画

の
充
実
や
他
団
体
と
の
共
催
な
ど
、
前
年

度
以
上
に
市
民
参
加
を
促
す
仕
掛
け
づ

く
り
に
挑
戦
し
て
き
ま
し
た
。公
共
空
間

を
活
用
し
て
い
く
と
と
も
に
、
ま
ち
な
か

で
人
と
人
の
関
係
性
が
育
ま
れ
て
い
く
こ

と
を
目
的
に
実
施
し
て
い
る
本
事
業
の
中

で
、
出
店
者
同
士
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
同
士
の
つ
な
が
り
、
そ
し
て
来
場

者
と
の
つ
な
が
り
が
よ
り
一
層
拡
が
る
一

年
と
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
今
年
度
は
じ
け
ま
ち
商
店
街
を

中
心
に
、
ベ
ル
デ
モ
ー
ル
商
店
街
や
ニ
ッ

ケ
パ
ー
ク
タ
ウ
ン
で
の
出
店
・
企
画
を
展

開
し
、
ま
ち
な
か
全
体
に
広
が
り
を
持
た

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。年
末
に
は
加

古
川
駅
前
広
場
か
ら
河
川
敷
ま
で
を
つ
な

ぐ
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
ム
サ
シ
年

末
大
朝
市
」
と
の
合
同
開
催
を
実
施
し
、

ま
ち
の
使
い
方
を
よ
り
広
い
視
点
で
考
え

る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

運
営
は
準
備
か
ら
片
付
け
ま
で
多
く
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
担
っ
て
お
り
、特
に
高
校

生
や
大
学
生
の
継
続
的
な
参
加
が
目
立

ち
ま
し
た
。彼
ら
は
受
付
や
警
備
だ
け
で

な
く
、
出
店
準
備
・
撤
収
に
も
積
極
的
に

関
わ
っ
て
い
ま
す
。中
に
は
卒
業
論
文
の

研
究
対
象
と
し
て
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
取
り
上

げ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
企
画
立
案
に
携

わ
る
学
生
も
お
り
、
関
わ
り
を
通
じ
て
学

び
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
法
人
内
の
秋
ま
つ
り
や
食
堂
企

画
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示
な
ど
を
同
日
開
催

す
る
こ
と
で
、
各
事
業
の
相
互
理
解
や
協

力
体
制
の
強
化
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

ほ
か
に
も
地
域
団
体
に
よ
る
ラ
イ
ブ
や

シ
ョ
ー
、キ
ッ
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
が
実
施

さ
れ
、
多
く
の
市
民
が
多
様
な
形
で
イ
ベ

ン
ト
に
関
わ
り
、「
み
ん
な
で
つ
く
る
」
の

合
言
葉
の
も
と
で
共
に
イ
ベ
ン
ト
を
つ
く

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

DATA
年間出店数

年間来場者数

ボランティア参加数
 

646 店舗

38,863 名

127 名
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どうすれば当日参加者に楽しんでもらえるか議論

デザイナーから企画のポイントを学ぶ

「
東
播
磨
『
ひ
と
・
ま
ち
』わ
く
わ
く
学

び
塾
事
業
」
は
、
進
学
や
就
職
に
よ
り
地

域
を
離
れ
る
可
能
性
の
あ
る
若
者
を
対

象
に
、東
播
磨
地
域
へ
の
愛
着
を
深
め
、地

域
づ
く
り
活
動
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と

を
目
的
に
、
兵
庫
県
東
播
磨
県
民
局
か
ら

の
委
託
を
受
け
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
2
0
2
4
年
度
東
播
磨

「
ひ
と
・
ま
ち
」わ
く
わ
く
学
び
塾
事
業
と

し
て
、
若
者
が
ま
ち
と
関
わ
り
な
が
ら
イ

ベ
ン
ト
を
企
画
・
実
施
す
る
体
験
型
プ
ロ

グ
ラ
ム「
ま
ち
マ
チ
ゼ
ミ
2
0
2
4
」を
開

催
し
ま
し
た
。全
6
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

は
中
学
生
か
ら
社
会
人
ま
で
16
名
が
参

加
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
学
び
を
重

ね
な
が
ら
、
11
月
の
「
か
わ
の
ま
ち
マ
ー

ケ
ッ
ト
」に
向
け
た
企
画
の
立
案
・
準
備
・

実
施
・
振
り
返
り
を
行
い
ま
し
た
。プ
ロ

グ
ラ
ム
で
は
、
講
師
に
よ
る
学
び
や

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、
商
店
街
へ
の
協
力

市民参加型まちづくり支援事業
東播磨県民局「東播磨『ひと・まち』わくわく学び塾事業」運営

実践型のまちづくりの体験機会を若者へ

依
頼
を
通
じ
て
ま
ち
の
人
と
の
接
点
を
築

き
ま
し
た
。本
番
で
は
、若
者
た
ち
が
考
案

し
た
「
人
狼
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」「
ダ
ン

ボ
ー
ル
ア
ー
ト
」
の
2
つ
の
企
画
を
実
施

し
、
合
計
2
5
0
名
以
上
が
参
加
。特
に

親
子
連
れ
が
多
く
訪
れ
、
ま
ち
に
触
れ
る

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
提
供
し
ま
し
た
。参

加
し
た
若
者
か
ら
は
「
自
分
た
ち
の
ア
イ

デ
ア
で
人
を
喜
ば
せ
ら
れ
た
」「
商
店
街
の

人
に
感
謝
さ
れ
た
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら

れ
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
や
自
己
の
役
割

を
実
感
す
る
経
験
と
な
り
ま
し
た
。事
後

に
は
他
の
地
域
活
動
へ
の
自
発
的
な
参
加

も
見
ら
れ
、
地
域
へ
の
愛
着
形
成
と
継
続

的
な
関
わ
り
を
促
進
す
る
成
果
が
あ
り
ま

し
た
。今
後
も
若
者
が
地
域
と
関
わ
る
こ

と
が
で
き
る
機
会
の
創
出
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
部
門

まちマチゼミに参加した若者たちの企画「人狼スタンプラリー」と「ダンボールアート」の様子
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市
民
活
動
や
N
P
O
、
サ
ー
ク
ル
活
動

に
と
っ
て
は
、
自
ら
の
活
動
を
P
R
す
る

機
会
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。一
方
で
、
地
域

社
会
と
の
連
携
を
重
視
す
る
企
業
は
増

加
し
て
お
り
、
地
域
貢
献
活
動
は
企
業
活

動
の
重
要
な
要
素
の
一
つ
と
し
て
認
識
さ

れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。当
法
人
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
事
業
で
は
、
そ
の
よ
う
な
市
民
の

活
動
と
企
業
や
組
織
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る

こ
と
で
、
活
動
場
所
の
提
供
と
同
時
に
、

地
元
企
業
の
地
域
貢
献
を
後
押
し
し
て
い

ま
す
。

高
砂
市
の
広
域
ゴ
ミ
焼
却
施
設
で
あ
る

「
エ
コ
ク
リ
ー
ン
ピ
ア
は
り
ま
」
に
て
、
同

施
設
の
目
標
で
あ
る
市
民
に
親
し
ま
れ
る

リ
サ
イ
ク
ル
施
設
と
し
て
の
側
面
を
重
視

し
、「
環
境
学
習
リ
サ
イ
ク
ル
講
座
」の
提

案
と
講
師
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
っ
て

い
ま
す
。

昨
年
に
引
き
続
き「
も
の
づ
く
り
」に
特

化
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し

企業等へのコーディネート事業
環境学習リサイクル講座へのコーディネート

活動の場を広げ地域貢献を後押し

た
。全
回
定
員
満
席
で
、地
域
に
根
付
い
て

き
て
い
ま
す
。特
に
夏
休
み
期
間
中
の
小

学
生
向
け
の
特
別
講
座
は
、
参
加
希
望
者

の
抽
選
倍
率
が
最
大
7
倍
と
な
り
、
ニ
ー

ズ
の
高
い
講
座
と
な
っ
て
い
ま
す
。

年
間
を
通
し
て
人
気
の
高
い
木
工
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
回
数
を
増
や
し
、
地
元
の

材
木
端
材
を
使
っ
た
椅
子
づ
く
り
や
竹
林

整
備
で
得
た
竹
を
活
用
し
た
ラ
ン
タ
ン
づ

く
り
な
ど
7
講
座
10
回
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
者
に
と
っ
て
自
宅
で
は
使
用
す
る
機

会
の
少
な
い
工
具
を
扱
う
体
験
と
な
り
、

講
師
に
と
っ
て
は
材
料
を
通
し
て
地
域
を

取
り
巻
く
自
然
環
境
の
課
題
を
知
っ
て
も

ら
う
機
会
と
な
り
、
双
方
か
ら
非
常
に
好

評
を
得
ま
し
た
。

今
年
度
は
よ
り
幅
広
い
世
代
の
参
加
を

促
す
た
め
、
成
人
を
対
象
に
し
た
金
継
ぎ

や
苔
テ
ラ
リ
ウ
ム
作
り
な
ど
を
取
り
入

れ
、
専
門
的
な
内
容
の
講
座
を
提
供
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
部
門

企業・組合との連携により講師が多様化し、全回満席で地域に定着。参加者・講師ともに満足度が高く、貴重な体験機会を提供

成人を対象にした金継ぎ講座で作業に集中する参加者

放置竹林整備の竹をランタンにアップサイクル
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全クラスで実施した大規模なグループワーク

自宅の一部開放した駄菓子店を紹介

男女混合・シニア向けサッカー大会を紹介

2
0
1
8
年
度
か
ら
加
古
川
の
情

報
を
全
国
に
配
信
す
る
た
め
、

B
A
N‐

B
A
N
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス

株
式
会
社
と
連
携
し
て
ニ
ュ
ー
ス
サ

イ
ト「
加
古
川
経
済
新
聞
」の
運
営
を

行
っ
て
い
ま
す
。2
0
2
4
年
度
は
週

１
回
・
年
間
50
記
事
の
配
信
を
担
当

し
、地
域
の
ビ
ジ
ネ
ス
や
カ
ル
チ
ャ
ー

に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
を
取
り
上
げ
ま
し

た
。当
法
人
の
担
当
配
信
で
は
、取
材

先
候
補
を
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
な
ど

S
N
S
も
活
用
し
て
情
報
収
集
を
行

い
、地
域
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
や

新
た
に
始
ま
っ
た
活
動
の
紹
介
を
中

心
と
し
た
取
材
先
選
び
に
注
力
し
ま

し
た
。突
発
的
な
取
材
依
頼
に
も
配
信

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
B
A
N‐

B
A
N
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
ス
と
調
整
し
、地
域
活
動

の
情
報
提
供
に
努
め
ま
し
た
。

卒
業
後
の
進
路
を
見
据
え
「
自
分
ら
し

い
人
生
を
自
ら
選
択
す
る
力
」
を
身
に
付

け
る
こ
と
を
目
的
に
、
兵
庫
県
立
農
業
高

等
学
校
定
時
制
課
程
に
お
い
て
「
未
来
を

拓
く
特
別
授
業
」
と
題
し
た
授
業
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
企
画
か
ら
実
施
ま
で
を
担
当
し
ま

し
た
。

今
年
度
は
、
昨
年
度
ま
で
の
１
・
２
年

生
に
加
え
、
３
年
生
も
対
象
と
す
る
学
年

縦
断
型
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
と
発
展
。さ
ら

に
、例
年
は
ク
ラ
ス
を
半
分
に
分
け
て
少
人

数
で
行
っ
て
い
た
形
式
か
ら
一
転
し
、
学
年

全
員
が
参
加
す
る
大
規
模
な
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
に
も
挑
戦
し
ま
し
た
。大
規
模
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
と
す
る
こ
と
で
生
徒
た
ち

は
他
者
の
多
様
な
考
え
や
価
値
観
に
触

れ
、自
分
と
の
違
い
を
受
け
入
れ
な
が
ら
自

己
認
識
を
深
め
て
い
き
ま
し
た
。

学
年
横
断
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
就
職
活

動
が
本
格
化
す
る
前
段
階
に
あ
る
２
年
生

学校キャリアデザイン教育支援事業

学年横断型の連続プログラムを提供

ま
ち
づ
く
り
部
門

ま
ち
づ
く
り
部
門

市民参加型まちづくり支援事業
加古川経済新聞運営

地域の今の情報を丁寧に届ける

を
中
心
に
据
え
つ
つ
、
各
学
年
の
担
当
教

員
と
連
携
し
、３
年
間
を
通
じ
た
連
続
性

あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
計
し
ま
し
た
。

３
年
生
は
就
職
活
動
に
特
化
し
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
設
計
。特
に
「
新
入
社
員
に

求
め
ら
れ
る
こ
と
」
を
考
え
る
ワ
ー
ク
で

は
、「
素
直
さ
」に
焦
点
を
当
て
深
く
掘
り

下
げ
て
い
き
ま
し
た
。相
手
の
話
を
素
直

に
聴
け
な
い
と
き
、
自
分
の
中
で
ど
ん
な

感
情
や
思
考
が
働
い
て
い
る
の
か
。ど
う

す
れ
ば
相
手
の
意
見
を
素
直
に
受
け
止

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
か
。そ
ん
な
問

い
と
向
き
合
っ
て
い
き
ま
し
た
。授
業
終

了
後
、「
相
手
に
対
す
る
思
い
込
み
に
気

づ
け
た
」「
聴
く
こ
と
が
自
分
の
成
長
に

つ
な
が
る
と
実
感
し
た
」と
い
っ
た
、前
向

き
な
感
想
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

「
素
直
に
な
る
こ
と
」が
、
彼
ら
に
と
っ
て

新
た
な
気
づ
き
と
可
能
性
の
入
り
口
と

な
っ
た
よ
う
で
す
。

DATA
兵庫県立農業高等学校 定時制課程

3 年　シミンのジリツ講座　3 回
2 年　未来を拓く特別授業　6 回
1 年　未来を拓く準備授業　2 回

兵庫県立農業大学校

1 年　キャリアデザイン 4 回

加古川市

高砂市

稲美町

播磨町

取材先 活動ジャンル 紹介内容

40 件

5 件

1 件

4 件

地域活動

飲食店

その他

32 件

13 件

５件

店舗オープン・周年

イベント紹介

その他

20 件

28 件

2 件
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「
ま
ち
の
人
と
毎
日
を
つ
く
る
保
育
園
」

を
保
育
理
念
に
お
く「
か
わ
の
ま
ち
ほ
い
く

え
ん
」は
、
運
営
4
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

地
域
に
根
付
い
た
活
動
を
展
開
す
る
中

で
、「
か
わ
の
ま
ち
ほ
い
く
え
ん
の
子
ど
も

た
ち
」と
し
て
認
識
さ
れ
、
地
域
の
方
々
か

ら
声
を
か
け
て
い
た
だ
く
機
会
が
増
え
て

い
ま
す
。

昨
年
度
の
ゴ
ミ
拾
い
活
動
か
ら
発
展

し
、
園
児
が
作
成
し
た
ポ
イ
捨
て
禁
止
ポ

ス
タ
ー
が
き
っ
か
け
と
な
り
、今
年
度
は
地

域
の
店
舗
か
ら
ペ
ッ
ト
の
散
歩
マ
ナ
ー
向

上
の
ア
ク
シ
ョ
ン
考
案
依
頼
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。ま
た
、
未
満
児
ク
ラ
ス
が
散
歩
で

訪
れ
る
高
齢
者
施
設
で
は
、
玄
関
先
の
挨

拶
か
ら
一
歩
進
ん
で
施
設
内
で
の
交
流
が

実
現
し
、
雛
人
形
の
見
学
や
歌
の
披
露
と

い
っ
た
ふ
れ
あ
い
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

保
護
者
と
の
関
係
に
お
い
て
も
、オ
ー
プ

ン
デ
ー（
保
護
者
参
観
）に
お
い
て
保
護
者

が
保
育
補
助
と
し
て
参
加
す
る
形
式
が
定

着
し
、「
ま
ち
の
先
生
」
と
し
て
保
育
に
関

わ
る
保
護
者
も
現
れ
、
子
ど
も
た
ち
や
職

まち保育事業
かわのまちほいくえん運営

子どもと地域が響き合う“まち保育”の現在地

員
と
の
距
離
が
さ
ら
に
縮
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
度
イ
ン
タ
ー
ン
生
が
主
と

な
っ
て
企
画
し
た
「
あ
お
ぞ
ら
ま
ち
ほ
い

く
」を「
か
わ
の
ま
ち
ま
ち
あ
そ
び
」と
し
て

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、園
の
自
主
事
業
と
し
て

取
り
組
み
ま
し
た
。「
遊
び
」
を
通
じ
地
域

の
関
わ
り
あ
い
を
育
む
こ
と
を
目
的
に
、年

間
11
回
の
遊
び
の
実
施
と
、「
東
播
磨
遊
び

場
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
。地
域
内

の
新
た
な
接
点
や
顔
見
知
り
の
関
係
が
生

ま
れ
る
場
を
創
出
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
子
ど
も
た
ち
が
ま
ち
で
育
つ

土
壌
づ
く
り
の
た
め
、ま
ち
の
さ
ま
ざ
ま
な

資
源
を
活
用
し
た「
ま
ち
保
育
」を
実
践
し

て
き
ま
し
た
が
、そ
の
た
め
に
は
人
と
出
会

い
つ
な
が
り
、
場
を
開
い
て
い
く
循
環
が
必

要
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。子
ど
も
と
ま
ち

の
つ
な
が
り
を
軸
に
、つ
な
が
る
価
値
を
私

た
ち
自
身
が
実
感
し
、
多
様
な
属
性
や
要

素
を
生
活
圏
に
存
在
さ
せ
て
い
く
こ
と
が

今
後
さ
ら
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

ま
ち
ま
な
び
部
門

毎日の生活に地域の大人の参画が増え、あたたかく応答的な関わりが継続している

保護者による職業を活かした保育展開

園児作成の散歩マナーを呼びかけるポスター
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１日１組、保護者に保育補助者として保育に参加してもらう
オープンデー（保護者参観）では、今年度は保育者と保護者のや
りとりやお迎え時の子どもたちの遊びをヒントに、当日の活動内
容を考えてくれた家庭が多く見られました。保護者の趣味や仕
事を活かした活動や、今後の子ども達の成長につながるようなレ
クリエーションなど、子ども達の学びの時間を一緒につくること
ができました。オープンデーの他にもギター演奏や木工など保
護者の趣味や特技を活かし活動を盛り上げてくれたり、運動会
の準備片付けを主導してくれたりと、ともに子ども達に関わり、成
長を願っていることを改めて感じました。今後も保護者も園をつ
くるまちの人の 1 人として、さまざまな形で関わってもらえるよ
う取り組んでいきます。

今年度も地域との関わりを通して多くの学びと成長が見られ
ました。中でも、近隣のたい焼き店とのやりとりが印象的です。犬
の散歩マナーについて相談を受け、子どもたちはまちを調査し、
気づいたことをもとにポスターを作成。地域に貢献する体験を通
じて自信を育みました。
これまで保育園側からの発信が中心でしたが、今回はまちの
人からの依頼がきっかけとなり、関係性が一歩深まる出来事に
なりました。また、近隣の神社からは豆まきへの場所提供があ
り、SNSでも活動が紹介されるなど、まちとのつながりが広がっ
ています。今年度も「まちの先生」として延べ 167 名の地域住民
が来園し、子どもたちに様々な体験を提供してくれました。芋掘
りや魚屋訪問などの園外での体験活動も継続されています。

保護者とともに育む、子どもたちの学びの時間

今年度、給食室では「まちと関わる」をテーマに掲げ、地域との
つながりを深める取り組みを行いました。その一環として、園舎
の前で開催される「かわのまちマーケット」にて『かわのまち食
堂』をオープンしました。調理職員自ら商店街にチラシを配布し、
地域の方々と直接対話することで新たなつながりが生まれまし
た。当日は 26 食を提供し、地元産の旬食材や伝統的な製法で
つくられた調味料を活用した給食の魅力を伝えることができま
した。「こだわりが伝わる」「次回も楽しみ」などの声をもらい、調
理職員の励みになるとともに、商店街の方 と々の継続的な交流
が生まれています。また、職員間でも「チャレンジしよう」という前
向きな姿勢が芽生えました。今後も地域や保育とのつながりを
深めていきたいと考えています。

まちとつながる給食室

今年度、「かわのまちほいくえん」の保育実践や地域との関わ
りの認知を高めるため、積極的な情報発信に取り組みました。
Instagram および Facebook を通じてまちあそびや園行事の
様子を定期的に発信し、昨年度はそれぞれ計 99回の投稿を行
いました。保育の業界誌「ほいくあっぷ」には園における“まち保
育” の実践内容が掲載されるなど、広がりが見られています。ま
た、保育園の公式ホームページのリニューアルに向けて準備を
進めました。これまでの入園希望者を主な対象としていた情報
発信に加え、園への視察希望者や地域住民に向けた情報の整理
と掲載内容の充実を図り、園の活動を多方面にわたって発信す
る体制を整えていきます。

認知向上に向けた情報発信の取り組み

まちと園、双方向の関わりが育む気づきと成長

保護者によるかわのまちクイズが大盛り上がり

近隣のたい焼き店とポスター作成に向けて作戦会議

幅広い層の来場があった「かわのまち食堂」

 

2024 年度　まちの先生との
体験活動（一部）

・運動教室
・リトミック
・縫い物あそび
・絵本の読み聞かせ
・就学準備教室
・茶道体験
・折り紙あそび
・パプリカの苗植え
・人形劇

・種まき体験・花の植え替え
・音楽あそび
・七夕用折り紙飾りづくり
・性のお話
・クリスマスコンサート
・チョコレートづくり
・節分恵方巻きづくり
・助産師とのお手玉づくり
・南京玉すだれ
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地域での“遊び場”を学ぶ「遊び場づくりフォーラム」

「
か
わ
の
ま
ち
ほ
い
く
え
ん
」
で
は
、
得

意
や
好
き
を
活
か
し
て
関
わ
っ
て
く
れ
る

〝
ま
ち
の
先
生
〞が
、
子
ど
も
た
ち
の
日
々

を
豊
か
に
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。今
年
度

は
そ
の
関
わ
り
を
活
か
し
て
、
遊
び
を
通

じ
て
普
段
関
わ
り
の
少
な
い
多
世
代
・
多

属
性
が
、
交
流
し
顔
見
知
り
に
な
れ
る
場

を
目
指
し
て「
か
わ
の
ま
ち
ま
ち
あ
そ
び
」

を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。年
間
を
通
じ
て

計
12
回
を
実
施
し
、地
域
の
方
と「
一
緒
に

つ
く
る
」
こ
と
を
意
識
し
て
企
画
を
進
め

て
い
き
ま
し
た
。

木
の
お
も
ち
ゃ
で
遊
ぶ
、
パ
ン
を
作
る
、

自
然
の
中
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
、

様
々
な
遊
び
を
通
じ
て
多
様
な
人
と
子
ど

も
た
ち
が
関
わ
り
合
う
機
会
が
生
ま
れ
ま

し
た
。

 

開
催
す
る
中
で
特
に
印
象
的
だ
っ
た

の
は
、
11
月
に
シ
ニ
ア
団
体
と
一
緒
に
企

画
、
開
催
を
し
た「
フ
ィ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
の

回
」で
す
。企
画
当
初
は「
子
ど
も
に
ど
う

接
し
て
い
い
の
か
」と
戸
惑
っ
て
い
る
様
子

も
あ
り
ま
し
た
が
、
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね

る
中
で
前
向
き
に
企
画
に
関
わ
っ
て
く
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。当
日
に
は
紙
芝

居
や
多
く
の
工
作
物
を
用
意
し
、
参
加
し

た
地
域
の
方
と
一
緒
に
交
流
を
楽
し
む
姿

が
見
ら
れ
ま
し
た
。終
了
後
に
は「
ま
た
や

り
た
い
、
子
ど
も
た
ち
と
関
わ
れ
て
本
当

に
う
れ
し
か
っ
た
」
と
の
声
も
あ
り
ま
し

た
。10

月
に
は
「
東
播
磨
遊
び
場
づ
く
り

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
。T
O
K
Y
O 

P
L
A
Y
の
高
橋
利
道
さ
ん
に
よ
る
都

まち保育事業
かわのまちまちあそびの実施

「まちあそび」がつくる、地域のつながりの場

市
で
の
遊
び
場
づ
く
り
の
実
践
紹
介
に
加

え
て
、
地
域
で
遊
び
場
づ
く
り
に
取
り
組

む
団
体
に
よ
る
ク
ロ
ス
ト
ー
ク
も
行
わ

れ
、取
り
組
み
の
紹
介
や「
ど
ん
な
ふ
う
に

あ
そ
び
の
場
を
つ
く
る
か
」
を
テ
ー
マ
に

話
し
合
い
ま
し
た
。会
場
全
体
で
の
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
子
ど
も
に
関
わ
る
の

は
初
め
て
と
い
う
参
加
者
か
ら
も
「
自
分

に
も
で
き
る
関
わ
り
方
が
あ
る
か
も
し
れ

な
い
」と
い
っ
た
声
が
あ
が
り
、
遊
び
場
を

〝
み
ん
な
で
つ
く
る
こ
と
〞
と
し
て
捉
え
る

き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
遊
び
を
通
じ
て
地
域
の
関

係
性
が
育
つ
ま
ち
あ
そ
び
を
続
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ち
ま
な
び
部
門

地域人材の様々な得意を活かした「あそび」の形を通じて、多世代・多属性が交流する様子

実施概要

12 回（研修含む）

延べ 643 名

64 名

年間開催

参加者数

ボランティア参加数
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講座でのグループワークの様子

抽選によって決定した参加者のみなさんと

今
年
度
も
非
営
利
団
体
へ
の
持
続

可
能
な
組
織
づ
く
り
の
支
援
を
行
い

ま
し
た
。

2
団
体
へ
は
理
念
構
築
支
援
を
実

施
し
ま
し
た
。農
林
水
産
省
の
専
門
家

派
遣
事
業
を
通
じ「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
あ

し
か
が
」に
対
し
て
、団
体
の
強
み
や

存
在
意
義
の
再
確
認
に
よ
る
チ
ー
ム

力
向
上
支
援
を
展
開
し
、オ
ン
ラ
イ
ン

・
対
面
合
わ
せ
て
計
7
時
間
の
支
援
を

提
供
し
ま
し
た
。ま
た
、「
多
様
な
学
び

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
は
、Panasonic-

N
P
O
／
N
G
O
サ
ポ
ー
ト
フ
ァ
ン

ド
の
助
成
を
受
け
、前
年
度
か
ら
の
継

続
支
援
と
し
て
、理
念
再
構
築
と
組

織
へ
の
浸
透
を
目
的
と
し
た
包
括
的

支
援
を
実
施
し
ま
し
た
。ビ
ジ
ョ
ン
・

ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
バ
リ
ュ
ー
の
策
定
か
ら

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の
反
映
ま
で
、オ
ン

ラ
イ
ン
9
回
、対
面
合
宿
2
回
、計
42

時
間
に
及
ぶ
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

組
織
基
盤
強
化
支
援
に
お
い
て
は
、

（
公
財
）ひ
ょ
う
ご
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
財
団

の
有
園
基
金
助
成
に
よ
り
、「
性
暴
力

被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
・
ひ
ょ
う
ご
」

へ
の
支
援
を
4
年
目
と
な
る
今
年
も

実
施
し
ま
し
た
。組
織
の
不
変
部
と
可

変
部
の
洗
い
出
し
、メ
ン
バ
ー
参
加
型

の
ア
イ
デ
ア
創
出
、業
務
整
理
、組
織

体
制
の
再
検
討
な
ど
多
岐
に
わ
た
る

支
援
を
通
じ
て
、持
続
可
能
な
組
織

体
制
の
構
築
に
寄
与
し
ま
し
た
。

非
営
利
団
体
の
持
続
的
発
展
に
必

要
な
理
念
の
明
確
化
と
組
織
基
盤
の

強
化
と
い
う
二
つ
の
側
面
か
ら
、各
団

体
の
特
性
や
状
態
に
合
わ
せ
た
伴
走

型
支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
新
た
な
動
き
と
し
て
、

奈
良
県
生
駒
市
の
市
民
活
動
推
進
セ

ン
タ
ー
よ
り
、
地
域
で
居
場
所
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
人
を
対
象
と
し
た
連

続
４
回
の
講
座
「
小
さ
く
は
じ
め
る

場
づ
く
り
講
座
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
設

計
と
当
日
実
施
運
営
を
行
う
委
託
事

業
を
受
託
、
実
施
し
ま
し
た
。
18
名

の
参
加
者
に
対
し
て
、
レ
ク
チ
ャ
ー
・

個
人
ワ
ー
ク
・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を

組
み
合
わ
せ
、
場
づ
く
り
の
は
じ
め

の
一
歩
を
後
押
し
す
る
講
座
を
設
計
。

終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
講
座

内
容
に
「
満
足
」「
ほ
ぼ
満
足
」
と

答
え
た
参
加
者
は
9
2
．
9
%
で
、

全
員
が
「
今
後
活
動
を
進
め
て
い
く

上
で
の
新
し
い
つ
な
が
り
が
で
き
た
」

と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。
実
際
、

最
終
回
に
は
参
加
者
か
ら
自
発
的
に

今
後
も
連
絡
を
取
り
合
う
L
I
N
E

グ
ル
ー
プ
が
で
き
、
終
了
後
の
活
動

地域活動 NPO 創出のための連続講座運営委託事業

居場所づくり連続講座企画委託事業

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
部
門

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
部
門

理念構築支援・組織基盤強化支援

団体に合わせた伴走型中間支援

に
参
加
し
合
お
う
、
応
援
し
合
お
う

と
い
う
空
気
が
生
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

当
法
人
と
し
て
も
本
事
業
を
き
っ
か

け
に
生
駒
市
及
び
生
駒
市
の
地
域
団

体
や
ま
ち
づ
く
り
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
で
き
、
東
播
磨

地
域
で
培
っ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
さ
ら

に
広
く
社
会
に
届
け
て
い
く
足
掛
か

り
の
１
つ
を
つ
く
る
こ
と
に
つ
な
が
っ

た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

つくりたい場を伝えあおう

地域を知って、ニーズを探ろう

場づくりの基本を学ぼう

自分の活動を発表しよう

第１回

第２回

第３回

第４回

実施内容

合宿でのグループ対話の様子

フードバンク団体へのセッション提供
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実行委員会制で企画・運営した賀詞交歓会

兵
庫
県
内
外
の
中
間
支
援
団
体
9

団
体
（
県
内
6
団
体
・
県
外
3
団
体
）

に
よ
る
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
が
、
内
閣
府

の
孤
独
・
孤
立
対
策
担
い
手
育
成
事

業
と
し
て
「
孤
独
・
孤
立
対
策
の
た

め
の
中
間
支
援
3
．
0
『
ひ
ょ
う
ご

モ
デ
ル
』
推
進
事
業
」
を
実
施
し
ま

し
た
。
当
法
人
は
セ
ミ
ナ
ー
事
業
の

事
務
局
機
能
と
、
伴
走
支
援
事
業
に

お
け
る
1
団
体
へ
の
支
援
を
担
当
し

ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
事
業
で
は
、
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
7
回
の
研
究

会
を
通
じ
て
各
団
体
の
専
門
知
見
を

共
有
す
る
場
を
設
け
、
そ
れ
ら
を
元

に
N
P
O
や
市
民
団
体
の
市
民
参
加

力
向
上
を
目
的
と
し
て
、「
参
加
の
デ

ザ
イ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム 

i
n 

H
Y 

O
G
O
」
と
「
参
加
の
デ
ザ
イ
ン
短

期
集
中
ゼ
ミ
」
を
企
画
、
実
施
し
ま

し
た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
ア
ン
ケ
ー
ト

回
答
者
の
96
%
が
後
続
の
集
中
ゼ
ミ

に
関
心
を
示
し
、
参
加
効
果
や
自
団

体
の
可
能
性
を
再
認
識
し
た
と
の
声

が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
短
期
集

中
ゼ
ミ
で
は
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
中
心

の
学
習
環
境
を
構
築
し
、
兵
庫
県
内

を
は
じ
め
全
国
各
地
か
ら
の
参
加
者

に
よ
る
各
回
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
満
足

度
平
均
4
．
5
9
点
（
5
点
満
点
）

を
記
録
し
ま
し
た
。
参
加
団
体
か
ら

は
参
加
団
体
同
士
で
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
し
合
う
時
間
や
、
講
師
か
ら
の
ア

ド
バ
イ
ス
等
に
よ
り
、「
活
動
を
振
り

返
っ
た
り
客
観
的
に
自
団
体
の
価
値

に
気
づ
い
た
り
す
る
機
会
に
な
っ
た
」

と
い
っ
た
声
が
あ
り
ま
し
た
。
終
了

後
、
ゼ
ミ
で
の
学
び
を
も
と
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
募
集
を
開
始
す
る
等
、
具
体

的
な
参
加
団
体
の
動
き
が
見
ら
れ
て

兵
庫
県
内
の
N
P
O
・
N
G
O
約

1
2
0
団
体
が
入
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

組
織
の
事
務
局
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
当
法
人
が
団
体
と
し
て
担

っ
て
い
た
事
務
局
業
務
に
つ
い
て
、
昨

年
度
よ
り
新
た
に
２
名
が
入
り
４
名

の
事
務
局
チ
ー
ム
で
業
務
を
進
め
て

い
ま
す
。
組
織
運
営
に
必
要
な
会
議

運
営（
総
会
・
運
営
委
員
会
）の
ほ
か
、

会
員
管
理
な
ど
の
仕
組
み
化
を
進
め

つ
つ
、
事
務
局
チ
ー
ム
で
役
割
分
担

を
し
な
が
ら
進
め
ま
し
た
。
事
業
に

お
い
て
は
、
各
団
体
の
代
表
者
に
限

ら
ず
、
誰
も
が
関
わ
れ
る
仕
組
み
づ

く
り
を
目
指
し
、「
実
行
委
員
会
制
」

の
導
入
を
進
め
、
賀
詞
交
歓
会
で
は
、

会
員
団
体
か
ら
選
出
さ
れ
た
12
名
の

実
行
委
員
が
企
画
・
運
営
に
参
画
し
、

実
行
委
員
会
制
が
継
続
的
な
仕
組
み

と
し
て
定
着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

ひょうご市民活動協議会事務局事業

ネットワークで運営する事務局体制へ移行

孤独・孤立対策担い手育成事業

県内外の中間支援 9 団体による合同事業

い
ま
す
。

伴
走
支
援
事
業
で
は
、
一
般
社
団

法
人
明
石
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
創
造
協
会

と
協
働
し
、
1
団
体
を
支
援
し
ま
し

た
。
職
員
参
加
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
や
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
を
目
的

と
し
た
対
話
の
場
を
提
供
し
、
内
部

で
の
継
続
的
な
対
話
の
仕
組
み
づ
く

り
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。
伴
走
支

援
事
業
で
は
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
メ
ン
バ

ー
に
よ
る
研
究
会
に
て
伴
走
支
援
の

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
行
い
、
単
独
団
体

で
は
得
ら
れ
な
い
多
角
的
視
点
を
得

ら
れ
る
有
意
義
な
学
び
の
機
会
に
な

り
ま
し
た
。

今
年
度
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
よ
っ

て
で
き
た
県
外
団
体
と
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
や
協
働
の
企
画
を
次
年
度
か
ら

さ
ら
に
発
展
的
な
も
の
に
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

DATA

・9 月 29 日／ 73 名

参加のデザインフォーラム

参加のデザイン短期集中ゼミ

伴走支援

・第１回 参加のイメージを描こう
・第２回 参加の入り口を見つけよう
・第３回 参加のプログラムをつくろう
・第４回 プログラムを共有しよう

・全７回　延べ 44 名

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
部
門

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
部
門

参加のデザインフォーラムの様子

短期集中ゼミ第４回での交流時間
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毎
月
1
回
、
全
職
員
が
集
ま
り
、
情
報

共
有
や
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
を
目
的
と

し
た
研
修
の
機
会
を
設
け
て
き
ま
し
た
。

東
播
磨
生
活
創
造
セ
ン
タ
ー「
か
こ
む
」お

よ
び「
か
わ
の
ま
ち
ほ
い
く
え
ん
」の
運
営

に
あ
た
っ
て
は
、
両
事
業
の
職
員
が
合
同

で
集
う
場
を
設
け
、
1
月
と
3
月
に
は
次

年
度
の
事
業
展
開
に
つ
い
て
考
え
る
時
間

を
共
有
し
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
部
門
で
は
、
外
部
講
師
を

招
い
た
対
話
型
の
研
修
や
、
他
団
体
と
の

合
同
研
修
を
通
し
て
、
地
域
と
の
関
係
性

の
捉
え
直
し
や
新
た
な
協
働
の
視
点
を
深

め
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。一

方
、
ま
ち
ま
な
び
部
門
で
は
、
保
育
観
の

共
有
や
安
全
研
修
、個
人
情
報
・
事
故
対

応
と
い
っ
た
基
礎
的
内
容
に
加
え
、
遊
び

場
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
を
通
し
て
、

園
外
で
の
学
び
や
保
育
実
践
を
地
域
に

開
く
姿
勢
を
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。

職員研修及びマネジメント強化研修の実施

学びと相互理解を深め、事業展開を考える

ま
た
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
の
強
化
を

図
る
た
め
、
正
規
職
員
を
対
象
に
外
部
講

師
を
招
い
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
研
修
を
実

施
し
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
人
材
育
成
に

も
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。4
月
以
降
に

は
、
判
断
力
や
対
話
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
技
術
を
テ
ー
マ
に
し
た
連
続
研
修

を
実
施
し
、
実
践
的
な
学
び
を
深
め
て
い

ま
す
。

担
当
職
員
が
事
業
ご
と
に
異
な
り
、
日

常
的
な
接
点
が
限
ら
れ
る
状
況
も
あ
る
な

か
で
、
今
年
度
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
得

た
知
見
を
活
か
し
な
が
ら
、
今
後
も
情
報

共
有
や
職
員
研
修
の
あ
り
方
を
継
続
的

に
検
討
し
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

法
人
管
理

部門ごとの研修、法人全体での研修、外部講師を招いた研修など、メンバーの状況に応じて形を柔軟に変えながら研修を実施してきました

フォーラムを研修と位置付け地域の方と共に学ぶ

全スタッフ参加の研修後は仲を深めるゲーム大会も
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シ
ー
ズ
の
ジ
リ
ツ

シーズ機関紙「たのたね」

社会の変化や当法人の活動内容を伝える機関誌
「たのたね（これからの「たのしいのたね」の意）」
は、26 号目を1 月に発刊しました。「かわのまち
まちあそび」などの事業を紹介しました。

総会

理事会

第 1 回  5 月 28 日 2024 年度通常総会の議案書の確認、役員報酬について意見交換、承認

    2023 年度保育園補助金の積立について検討、法人の今後の展開についての検討

    就業規定、経理規定の改定について、承認

第 2 回  8 月  2 日 2023 年度保育園補助金の積立について検討、承認

    法人の今後の展開についての共有、検討

第 3 回  12 月 11 日 保育園事業補助金積立金取り崩しについて、承認、冬季賞与支給について共有、報告

    法人の今後の展開についての共有、検討

第 4 回  1 月 20 日 シミンズシーズグループの整理について共有、

    加古川まちづくり舎の既存事業の運営移管について検討、承認

    2025 年度からの家賃設定について共有、承認

    加古川まちづくり舎への貸付について共有、検討、承認、賞与内規改定について、承認

第 5 回  3 月 25 日 給与 PJ の共有、報告、2025 年度予算、事業計画の共有、検討、承認

    シミンズシーズ総合研究所設立について検討、承認、各種規定改定について、承認

第 23 期通常総会の開催

出席者数：正会員総数47中40名（うち会場出席 20名、オンライン出席１名、委任状 9名、書面表決10名）
日　　時：2024年6月16日（日）14時00分～ 16時00分
場　　所：かわのまちリビング
審議事項：2023年度（第22期）事業報告の件、2023年度（第22期）決算報告の件
報告事項：2024年度（第23期）事業計画の件、2024年度（第23期）予算の件

vol.26
これからのたのしい
“ローカル”

2024 年度役員

監　事 高橋　逸　　豊福　一

代表理事 田中　茂　　柏木登起 副代表理事 佐伯亮太　　井原卓也

常務理事 阪口　努　

理　事 幾田一輝　　石田　祐　　木上裕貴
猫田一城　　栁川詔一

2025 年 3 月 31 日 現在
顧　問 嶋谷拓雄　　田代恭也　　中村義弘

畑本康介　　船本博一　　和田谷幸子　　　
19



2024 年度講師・委員等派遣一覧

三木市アドバイザー派遣兵庫県北播磨県民局

木上裕貴

アドバイザー

いなみの学園 1 年生　コミュニケーション 講義＆ワークショップ公益財団法人兵庫県生きがい創造協会

石井加納子

講　師

キャリアデザイン授業・講話と体験ワーク「プロに聴く」兵庫県立加古川南高等学校

田瀬　佑美

講　師

産業社会と人間「社会を学ぶ」講演会兵庫県立神戸甲北高等学校

津久井あゆみ

講　師

公益財団法人ひょうごコミュニティ財団

高砂市人権推進課

兵庫県地域振興課

兵庫県地域振興課

猪名川町

佐用町企画防災課

佐用町企画防災課

兵庫県地域振興課

奥銀谷地域自治協議会

有園基金企画委員
高砂市男女共同参画プラン懇話会
ひょうご多自然地域づくりネットワーク会議
市町アドバイザリーボードにおける情報交換会
市川町アドバイザリーボード
猪名川町地域まちづくり協議会　第 2 回意見交換会
佐用町縮充のまちづくり検討委員会
佐用町地域づくりアドバイザー
ひょうご多自然地域づくりネットワーク会議
人材育成プロジェクトチーム
朝来市奥銀谷地区アドバイザー

企画委員

委　員

アドバイザー

アドバイザー

講師・ファシリテーター

委　員

アドバイザー

委　員

アドバイザー

柏
木
登
起

委　員

講　師

講　師

委　員

東播磨地域づくり活動応援事業

地域活動スキルアップ講座「魅力が伝わる企画づくりと考え方」

組合員・地域活動応援スキル研修会

「ひょうご・みんなで支え合い基金」【組織応援コース】

兵庫県東播磨県民局

奈良県生駒市 市民活動推進センター

生活協同組合コープこうべ

公益財団法人ひょうごコミュニティ財団

柏
木
輝
恵

講　師

講　師

講　師

講　師

講　師

講　師

講　師

講　師

講　師

講　師

講　師

講　師

シェアする Bar＠三田に行っTEMIL2024 講師

NPO・NGO 論「国際問題・国内の社会問題の伝え方、伝わり方」

キャリア教育ゼミ生の企画授業講師

但馬コミュニティ協創会議

企画整理とチラシデザインのコツ

播磨国歴史ガイド団体育成事業　第４回

ファシリテーター養成講座 

職員研修「企画整理と伝わるデザインのコツ」

地域学講座

ＳＮＳ運用の基礎講座 「届けたい人に届く、情報発信のコツ」

社会教育・福祉教育推進員　小学校区代表者会

　～活動へ若い世代を巻き込むには～

ボランティア養成講座「伝えるから伝わるへ　伝わる力を高めよう」

NPO広報友の会

甲南女子大学

摂南大学

NPO法人コミュニティアートセンタープラッツ

公益財団法人 神戸市民文化振興財団

NPO 法人姫路コンベンションサポート

NPO法人コミュニティアートセンタープラッツ

一般財団法人 明石コミュニティ創造協会

加古川市立 志方公民館

市町社協活動推進活動協議会 東播磨ブロック協議会

社会福祉法人 加古川市社会福祉協議会

社会福祉法人 加東市社会福祉協議会

小
笹
雄
一
郎
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決算報告

　　　　受取会費
　　　　受取寄付金
　　　　受取助成金等
　　　　事業収益
　　　　　受託料収益
　　　　　利用料収益
　　　　　自主事業収益
　　　　事業収益計
　　　　その他収益計
　　　A 経常収益計
    
　　　　事業費
　　　　事業費計
　　　　管理費
　　　　管理費計
　　　B 経常費用計

　　E 当期経常増減額（A-B）
   
　　　　過年度損益修正益
　　　C 経常外収益計

 雑損失 
　　　　過年度損益修正損
　　　D 経常外費用計

　　F 当期経常外増減額（C-D）

　G 税引前当期正味財産増減額（E+F）
　H 法人税、住民税及び事業税

当期正味財産増減額（G-H）
前期繰越正味財産額
次期繰越正味財産額

278,000
114,666

70,338,903

28,956,000
17,645,279
16,730,312
63,331,591
655,811

134,718,971

125,233,317

8,771,979
134,005,296

713,675

0
0

3,436
0

3,436

△ 3,436

710,239
82,000

628,239
45,217,445
45,845,684

331,000
291,784

62,491,353

26,896,000
16,793,411
16,013,386
59,702,797
974,846

123,791,780

111,183,938

9,316,384
120,500,322

3,291,458

21
21

705
1,868
2,573

△ 2,552

3,288,906
82,000

3,206,906
42,010,539
45,217,445

△53,000
△177,118
7,847,550

2,060,000
851,868
716,926
3,628,794
△319,035
10,927,191

14,049,379

△ 544,405
13,504,974

△ 2,577,783

△21
△21

2,731
△1,868
863

△884

△ 2,578,667
0

△ 2,578,667
3,206,906
628,239

科　目 2024 年度実績

科　目 2024 年度実績 科　目 2024 年度実績

2023 年度実績 増　減

1　流動資産
　　　小口現金
　　　普通預金
　　　未収金
　　　前払金
　　　立替金
　　　短期貸付金
　流動資産合計

2　固定資産
　　　有形固定資産
　　　投資その他の資産

　固定資産合計 

資産合計 

666,945
21,186,619
5,973,361
317,380
14,430

1,920,000
30,078,735

43,571,841
16,832,500

60,404,341

90,483,076

1　流動負債
　　　未払金
　　　前受金
　　　預り金
　　　短期借入金
　　　未払法人税等
　　　未払消費税等
　流動負債合計
2　固定負債
　　固定負債合計
負債合計

　正味財産期首残高
　当期正味財産増減額
　正味財産合計
負債及び正味財産合計 

8,945,192
3,408,800

2,500
5,208,000
82,000

1,384,900
19,031,392

25,606,000
44,637,392

45,217,445
628,239

45,845,684
90,483,076

経
常
増
減
額

経
常
外
増
減
額

正
味
財
産
増
減

Ⅰ 

資
産
の
部

Ⅱ 

負
債
の
部

Ⅲ 

正
味
財
産
の
部

活動計算書（簡易版） 2 0 2 4 年 4 月 1 日から 2 0 2 5 年 3 月 3 1 日まで （円）

貸借対照表（簡易版） 2 0 2 5 年 3 月 3 1 日現在 （円）（円）
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2025年度事業計画

2025年度の重点的な取り組み

2025 年度からは、ひととまちづくり事業に軸足を置くために、組
織整理を行い事業を進めます。1つ目は、これまでの加古川まちづく
り舎のソフト事業（かわのまちビング・かわのまちマーケット・他ま
ちづくり事業）をシミンズシーズにまとめ、ひととまちづくり事業の可
能性を広げます。2つ目はこれまでの「コンサルティング・ブランディ
ング事業」は「シミンズシーズ総合研究所（略称：総研）」を創設し、
役割分担を明確にした組織体制で事業に取り組みます。

「つながる場 ×まちづくり」を担うスタッフ（コミュニティ・コーディ
ネーター）に求められる役割もさらに専門性が高くなると考えてい
ます。コミュニケーション力やファシリテーション力、企画力やマネジ
メント力など、コーディネーターの専門集団として事業を進めます。
個々のスキルアップのための研修や学びに時間をかける 1 年としま
す。指定管理施設の「かこむ」が 5 年目の最終年度、新たな拠点とし
て播磨町中央公民館も2 年目を迎え、「ひとがつながる場」を育てて
いきます。保育園も5 年目となり、まちほいくのまちへの広がりを丁
寧に紡ぎ、発信していきたいと思います。

これからのたのしいローカルを実現するために、新しいシーズの
カタチをみなさんと一緒につくっていきたいと思います。引き続き、
変わらぬご支援をいただけますよう、よろしくお願い申し上げます。

２ まちまなび部門

まちほいく事業

まちとまなび事業

3 シーズのジリツ（管理部門）

シミンズシーズのリブランディング

新役員体制での法人の基盤づくり

人材育成と評価制度等の見直し

シーズグループの体制整理

法人広報と会員への取り組み

1 まちづくり部門

市民参加型公共施設運営事業

まちとひとづくり事業

市民参加のプロデュース事業

講師派遣・デザイン事業

これまでシミンのジリツを支援してきたシミンズシーズのアイ
デンティティをそのままに、新体制で次のステージを築いていき
ます。ひとづくりを軸としたまちづくりの展開に向けた組織基盤
をつくってまいります。

シミンズシーズのリブランディング・
新体制の基盤づくり

まちほいくを広げる保育園の活動に加え、これまで加古川まち
づくり舎が担ってきた「かわのまちリビング」や「かわのまちマー
ケット」をシーズの運営へ移管。一体運営することで相乗効果を
高めます。

加古川の商店街からまちづくり
保育園・リビング・マーケットの運営開始

指定管理施設「かこむ」の運営が 5 期目の最終年度を迎えま
す。コンセプトである「新しい自分に出会える施設」を大事にさら
に多様なつながりを広げていきたいと思います。播磨町中央公
民館の共同運営も継続して行っていきます。

東播磨の公共施設でつながりを育む
ひとがつながる場をつくる

ひとがつながる場をつくる。これからのたのしいローカルへ
まちのコミュニティ・コーディネーターとして、まちとひとをつなぐ

かわのまち
リビング

商店街

かわのまち
ほいくえん

教育施設

かこむ
公共施設

東播磨生活創造
センター

公共領域 教育領域

まち領域

CC
コミュニティ

コーディネーター

人と人をつなげ
地域への市民参画を
促進する

ローカル
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